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昭
和

年
、
農
家
の
女
性
の
農
作
業
日
記

19

岐
阜
地
区
・
河
野
久
子
さ
ん
の
日
記

河
野
久
子
さ
ん
は
、
昭
和
２
年
生
ま
れ
。
日
記
は
、
雑
誌
『
少
女
倶
楽
部
』
付
録
の「
少
女
手
帖
」
に
日
々
の

農
作
業
を
中
心
に
メ
モ
の
よ
う
に
残
し
て
い
た
も
の
。
戦
時
中
の
昭
和

年
、
農
家
の
手
伝
い
を
し
て
い
た

19

17

歳
の
少
女
が
綴
っ
た
記
録
で
す
。

注
：
日
記
は
山
田
広
子
さ
ん
（
中
央
町
）
が
所
有
。
久
子
さ
ん
は
５
歳
年
上
の
お
姉
さ
ん
。

■
４
月

３
日

神
武
天
皇
祭

８
日
（
風
）

大
詔
奉
戴
日
、
午
前
６
時
半
か
ら
常
会
。

９
時
か
ら
青
年
学
校
の
閉
校
式
、

時
か
ら
入
営
の
米
山
さ
ん
を
送
る
。

12

９
日
（
風
）

針
仕
事
を
す
る
。

昭
和

年
の
貯
蓄
目
標
額

18

＊
青
年
団

貯
金

円

債
権

円

30

25

＊
少
年
団

債
権
５
円

貯
金

円
10

ウ
サ
ギ
は
１
人
１
匹
以
上
飼
う
こ
と

貯
金
は
３
月
ま
で
で

円

銭

41

30

日
（
風
）

10

馬
草
切
り
を
す
る
。

日
（
曇
り
）

11

餅
つ
き
、
手
が
や
し
。
美
幌
の
姉
さ
ん
が
泊
ま
っ
た
。

注
：
河
野
家
は
岐
阜
県
か
ら
の
入
植
者
。「
手
が
や
し
」
は
岐
阜
県
の
言
葉
。

ご
先
祖
が
岐
阜
県
出
身
で
町
内
在
住
の
國
枝
奉
征
・
土
本
勝
昭
両
氏
の
説
明
で
は
、「
餅
つ
き
の
手
返

し
」
や「
燕
麦
や
小
麦
を
刈
り
取
り
、
天
日
干
し
し
た
が
雨
が
降
っ
て
濡
れ
た
茎
を
て
が
や
し
す
る
」
な

ど
、
暮
ら
し
や
農
業
な
ど
幅
広
く
使
わ
れ
る
言
葉
と
の
こ
と
。「

日
（
雨
）

12

常
呂
青
年
学
校
開
校
式

日
（
午
前
雪
・
午
後
晴
れ
）

13

今
日
は
昼
前
に
洗
濯
。
午
後
か
ら
縫
い
物
を
す
る
。

林
修
一
さ
ん
の
と
こ
ろ
の
お
爺
さ
ん
の
法
要
。

日
（
曇
り
）

15

家
の
中
の
こ
と
を
す
る
。

日
に
姉
さ
ん
が
帰
っ
た
。

14
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日
（
晴
れ
）

16

午
後
、
針
仕
事
を
す
る
。

日
（
晴
れ
）

17

針
仕
事
。

日
（
晴
れ
）

18

針
仕
事
。

日
（
晴
れ
）

19

針
仕
事
。

日
（
曇
り
）

20

母
は
お
寺
参
り
。
針
仕
事
を
す
る
。

日
（
午
前
曇
り
・
午
後
雪
）

21

お
寺
参
り
。
針
仕
事
を
す
る
。
兄
は
監
視
硝
勤
務
。

日
（
雪
）

22

土
佐
の
関
谷
さ
ん
か
ら
ミ
シ
ン
を
借
り
て
く
る
。

日
（
曇
り
）

23

ミ
シ
ン
を
使
う
。

日
（
晴
れ
）

24

靖
国
神
社
の
臨
時
大
祭
。
ミ
シ
ン
を
使
う
。

日
（
晴
れ
）

25

ミ
シ
ン
を
使
っ
た
。

倉
の
屋
根
直
し
を
手
伝
っ
た
。

日
（
晴
れ
）

26

馬
草
切
り
。
午
後
ミ
シ
ン
を
使
っ
た
。

日
（
晴
れ
）

27

兄
の
監
視
硝
勤
務
日
。
ミ
シ
ン
使
い
を
す
る
。

日
（
晴
れ
）

28

古
館
さ
ん
が
召
集
さ
れ
て
３
時
発
に
て
出
発
し
た
。

日
（
晴
れ
）

29

天
長
節
。
午
前
６
時
よ
り
神
社
清
掃
。

７
時
よ
り
青
年
団
の
入
退
団
式
。
式
に
は
８
時
か
ら
参
列
し
た
。

日
（
曇
り
）

30

朝
か
ら
ミ
シ
ン
使
い
を
し
た
。

■
５
月

１
日
（
晴
れ
）

午
前
、
自
分
の
服
を
仕
上
げ
た
。
午
後
、
広
子
の
ズ
ボ
ン
を
裁
っ
て
縫
っ
た
。

２
日
（
晴
れ
）

午
前
、
ミ
シ
ン
使
い
終
わ
り
。

午
後
、
ビ
ー
ト
の
根
切
り
。
夕
方
、
障
子
の
張
り
替
え
を
し
た
。
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３
日
（
朝
雨
降
っ
た
が
、
午
後
晴
天
と
な
っ
た
）

兄
の
監
視
硝
勤
務
。

昼
か
ら
燕
麦
蒔
き
を
し
た
。
蒸
か
し
イ
モ
を
も
ら
っ
て
食
べ
た
。

注
：「
燕
麦
（
え
ん
ば
く
）
」
『
岐
阜
区
開
基
百
年
記
念
史
』
（
平
成
９
年
刊
）
か
ら
抜
粋

燕
麦
は
開
拓
初
期
か
ら
農
耕
馬
の
大
切
な
餌
と
し
て
作
付
け
さ
れ
て
き
た
。
特
に
岐
阜
地
区
は

馬
産
地
と
し
て
、
初
期
は
農
耕
馬
、
昭
和
に
入
り
軍
用
馬
の
産
地
と
な
っ
て
い
た
た
め
、
燕
麦
の

耕
作
面
積
が
多
く
、
刈
り
取
り
時
期
に
な
る
と
過
酷
な
労
働
を
強
い
ら
れ
た
。

「
ス
ガ
レ
ル
（
穂
が
棹
の
途
中
か
ら
折
れ
、
収
穫
が
減
収
）
と
い
っ
て
、
刈
り
取
り
を
急
ぎ
ま
し
た
。

ま
た
、
軍
馬
用
燕
麦
は
価
格
も
良
く
、
網
走
ま
で
冬
季
は
馬
そ
り
で
運
ん
で
い
た
そ
う
で
す
」

（
聞
き
取
り
；
昭
和

年
頃
の
話
）

11

注
：「
農
耕
馬
」

山
田
広
子
さ
ん
の
話
：
河
野
家
で
は
い
つ
も
５
～
６
頭
の
馬
を
飼
っ
て
い
て
、
燕
麦
は
そ
の
飼
料
に
も

し
て
い
た
と
の
こ
と
。

４
日
（
晴
れ
・
小
昼
よ
り
雨
降
る
）

午
前
、
家
の
東
の
燕
麦
蒔
き
終
わ
る
。
昼
か
ら
オ
タ
チ
ッ
プ
へ
手
伝
い
に
行
っ
た
。

５
日
（
晴
れ
）

午
前
、
ビ
ー
ト
の
根
切
り
。
昼
か
ら
高
台
の
根
っ
こ
打
ち
を
し
た
。

６
日
（
晴
れ
時
々
曇
り
）

高
台
の
裸
麦
を
蒔
い
た
。
小
麦
も
少
し
蒔
い
た
。

注
：「
裸
麦
」
『
岐
阜
区
開
基
百
年
記
念
史
』
か
ら
抜
粋

裸
麦
は
開
拓
当
初
か
ら
主
食
の
中
心
で
、
７
月
末
か
ら
収
穫
し
て
い
た
が
、
イ
ガ
が
あ
り
、
ト
ゲ
の

よ
う
に
刺
さ
っ
て
作
業
は
し
づ
ら
か
っ
た
。
脱
穀
し
た
裸
麦
は
そ
の
後
精
麦
機
で
精
白
、
さ
ら
に
圧
逼

機
で
平
麦
に
処
理
し
、
食
べ
や
す
く
な
っ
て
き
た
。

注
：「
裸
麦
と
イ
ナ
キ
ビ
ご
飯
」

山
田
広
子
さ
ん
の
話
：
麦
に
イ
ナ
キ
ビ
を
混
ぜ
て
食
す
る
こ
と
も
あ
っ
た
。
イ
ナ
キ
ビ
を
餅
の
よ
う

に
し
て
食
べ
た
こ
と
も
あ
っ
た
と
の
こ
と
。

７
日
（
晴
れ
・
午
後
雨
）

高
台
の
小
麦
を
蒔
い
た
。

８
日
（
晴
れ
・
午
後
雨
）

母
が
一
番
発
で
帯
広
へ
行
っ
た
。
光
雄
も
一
緒
に
。

昼
前
、
家
の
中
に
い
た
。
昼
か
ら
高
台
の
根
っ
こ
打
ち
。

小
昼
か
ら
ビ
ー
ト
の
肥
料
を
蒔
い
た
。
根
っ
こ
打
ち
、
ビ
ー
ト
の
穴
う
め
を
し
た
。

日
暮
れ
に
洗
濯
を
し
た
。

９
日
（
（
曇
り
）

午
前
、
ビ
ー
ト
の
肥
料
を
蒔
い
た
。
昼
か
ら
政
ち
ゃ
ん
手
伝
い
に
来
た
。
高
台
に
６
反
小
麦
を
蒔
い
た
。
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日
（
曇
り
）

10

ビ
ー
ト
植
え
を
し
た
。

日
（
ガ
ス
雨
）

11

母
さ
ん
た
ち
が

時
に
帰
っ
て
き
た
。

11

日
（
曇
り
・
午
後
晴
れ
）

12

錦
水
女
子
青
年
の
異
本
財
産
の
落
葉
松
を
植
え
る
。
松
井
さ
ん
の
裏
に
午
前
７
時
、
現
場
集
合
。

７
時
半
頃
仕
事
を
始
め
て
４
時
半
頃
に
終
わ
る
。

日
（
晴
れ
）

13

昼
前
に
裸
麦
の
蒔
き
直
し
。
昼
か
ら
林
さ
ん
へ
小
麦
を
蒔
き
に
行
っ
た
。

日
14

小
麦
蒔
き
を
し
た
。

日
（
曇
り
）

15

前
の
小
麦
蒔
き
を
し
た
。

日
（
曇
り
）

16

朝
か
ら
寒
く
て
畑
の
仕
事
は
で
き
ず
。
私
は
古
い
オ
ー
バ
ー
で
弟
の
ズ
ボ
ン
を
縫
っ
た
。

日
（
晴
れ
）

17

小
麦
を
１
町
ほ
ど
、
母
と
弟
と
３
人
で
蒔
い
た
。

日
（
曇
り
）

18

林
さ
ん
へ
燕
麦
蒔
き
に
行
っ
た
。

日
（
曇
り
）

19

お
寺
地
の
燕
麦
蒔
き
に
行
っ
た
。
政
ち
ゃ
ん
が
来
て
く
れ
た
。

日
（
曇
り
）

20

藤
吉
さ
ん
が
招
集
さ
れ
、
３
時
に
出
発
し
た
。

種
イ
モ
切
り
を
し
た
。

日
（
曇
り
）

21

寺
町
靖
正
・
不
破
行
雄
・
山
内
秋
雄
・
國
枝
国
三
さ
ん
が
（
招
集
さ
れ
て
）
出
発
さ
れ
た
。
３
時
発
を
見

送
っ
た
。
帰
っ
て
か
ら
リ
ン
ゴ
畑
の
下
の
イ
モ
を
母
と
少
し
蒔
い
た
。

午
前

時
か
ら
５
月
常
会
が
あ
っ
た
。

11

注
：「
リ
ン
ゴ
の
木
の
思
い
出
」

山
田
広
子
さ
ん
の
話
：
家
に
は
リ
ン
ゴ
の
木
が
３
本
ほ
ど
あ
り
ま
し
た
。
両
親
は
子
ど
も
好
き
で
、

学
校
の
子
ど
も
た
ち
が
良
く
来
て
リ
ン
ゴ
が
食
べ
た
い
と
話
す
と
、
ア
メ
や
砂
糖
を
紙
で
小
さ
く
く
る

ん
で
あ
げ
て
い
た
こ
と
が
あ
っ
た
と
の
こ
と
。

日
（
午
前
雨
）

22

オ
タ
チ
ッ
プ
の
燕
麦
蒔
き
を
手
伝
い
に
行
っ
た
。
昼
か
ら
勅
語
奉
戴
日
。

日
（
晴
れ
）

23

お
寺
地
の
燕
麦
１
町
５
反
ほ
ど
、
母
と
弟
と
蒔
い
て
、
小
昼
か
ら
裏
の
燕
麦
を
蒔
い
た
。

日
（
晴
れ
）

24

午
前
、
裏
の
燕
麦
蒔
き
。

女
子
青
年
団
、
５
畝
分
の
ト
ウ
キ
ビ
を
蒔
い
た
。



- 5 -

肥
料

過
燐
酸
２
〆
、
亜
麻
肥
料
１
〆

イ
モ
を
配
っ
て
歩
い
た
。

日
（
曇
り
）

25

裏
の
燕
麦
蒔
き
を
し
た
。
小
昼
か
ら
イ
モ
入
れ
を
し
た
。

日
（
雨
）

26

針
仕
事
を
し
た
。

開
進
堂
の
美
恵
ち
ゃ
ん
が
、
高
橋
登
さ
ん
の
家
の
赤
ち
ゃ
ん
の
お
祝
い
を
持
っ
て
き
て
く
だ
さ
っ
た
。

日
（
曇
り
）

27

海
軍
記
念
日
。
午
前
８
時
か
ら
午
後
２
時
頃
ま
で
女
子
部
訓
練
が
あ
っ
た
。
常
楽
寺
の
松
平
さ
ん
の

話
が
１
時
間
半
く
ら
い
あ
っ
た
。
そ
れ
が
終
わ
っ
て
か
ら
屋
内
運
動
場
に
お
い
て
女
子
青
年
体
操
を
女
子

選
任
の
今
井
先
生
か
ら
教
え
ら
れ
た
。
吉
田
さ
ん
か
ら
銃
剣
術
を
習
っ
た
。

日
（
曇
り
）

28

午
前
、
家
の
前
の
ト
ウ
キ
ビ
を
少
し
蒔
い
た
。
昼
か
ら
弟
と
奥
の
排
水
の
渕
の
土
広
げ
を
し
た
。

日
（
晴
れ
・
午
後
曇
り
）

29

奥
の
燕
麦
蒔
き
を
し
た
。
小
昼
か
ら
母
と
イ
ナ
キ
ビ
を
蒔
い
た
。

帯
広
か
ら
姉
さ
ん
の
写
真
を
送
っ
て
き
た
。

日
（
晴
れ
・
午
後
曇
り
）

30

昼
か
ら
ト
ウ
キ
ビ
２
反
蒔
い
た
。
小
昼
か
ら
小
豆
選
び
を
し
た
。

日
（
晴
れ
）

31

昼
前
、
一
人
で
小
豆
選
び
。
昼
か
ら
亀
○
さ
ん
へ
燕
麦
、
ト
ウ
キ
ビ
蒔
き
を
手
伝
い
に
行
っ
た
。

小
昼
か
ら
大
豆
を
選
ん
だ
。
こ
れ
で
５
月
も
最
後
だ
。

■
６
月

１
日

午
前
、
馬
草
切
り
。
午
後
か
ら
川
向
こ
う
の
大
豆
蒔
き
を
し
た
。

２
日
（
晴
れ
）

川
向
こ
う
の
大
豆
、
小
豆
を
蒔
い
た
。
政
ち
ゃ
ん
が
手
伝
い
に
来
て
く
れ
た
。

３
日
（
晴
れ
・
風
）

午
前
、
洗
濯
を
し
た
。

青
が
下
水
に
入
っ
て
助
か
っ
た
。

４
日
（
晴
れ
）

小
昼
か
ら
中
長
う
ず
ら
豆
選
び
を
し
た
。

５
日
（
晴
れ
）

故
山
本
元
帥
の
国
葬
。
午
前
４
時
半
よ
り
神
社
前
に
て
暁
天
常
会
、
７
時
ま
で
。

昼
か
ら
林
方
へ
手
伝
い
に
。

今
月
の
打
ち
合
わ
せ
は
、
ウ
サ
ギ
を
１
戸
に
１
頭
必
ず
飼
う
こ
と
。
女
子
青
年
、
５
畝
歩
耕
作
の
立
て

札
を
立
て
る
こ
と
。

オ
タ
チ
ッ
プ
、
足
に
釘
を
刺
し
た
。

６
日
（
晴
れ
）

中
長
う
ず
ら
豆
選
び
を
し
た
。
常
呂
へ
き
の
ち
ゃ
ん
た
ち
と
芝
居
を
見
に
行
っ
た
。
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７
日
（
晴
れ
）

中
長
う
ず
ら
豆
を
選
ん
だ
。

８
日
（
晴
れ
）

高
台
の
裸
麦
の
草
取
り
に
行
っ
た
。
錦
水
校
で
活
動
が
あ
っ
た
。

９
日
（
晴
れ
）

裏
の
豆
蒔
き
を
し
た
。

日
（
曇
り
）

10

時
の
記
念
日
。
午
前
８
時
よ
り
女
子
教
練
。

午
後
１
時
よ
り
長
谷
川
先
生
の
時
局
講
演
が
あ
っ
た
。
５
時
よ
り
錦
水
校
で
遊
劇
の
練
習
。

日
（
曇
り
時
々
雨
）

11

高
台
の
小
麦
の
草
取
り
を
し
た
。

日
（
晴
れ
）

12

高
台
の
小
麦
の
草
取
り
を
し
た
。

日
（
晴
れ
）

13

春
期
清
潔
法
。
高
台
の
ビ
ー
ト
、
小
麦
の
草
取
り
を
し
た
。

下
田
の
姉
さ
ん
が
遊
び
に
来
た
。

日
（
午
前
晴
れ
・
午
後
曇
り
）

14

昼
前
で
高
台
の
小
麦
の
草
取
り
終
わ
っ
た
。

日
（
晴
れ
）

15

札
幌
神
社
祭
。
我
が
校
の
運
動
会
。
帯
広
の
兄
さ
ん
が
来
た
。

日
（
曇
り
・
午
後
雨
）

16

招
魂
祭
。
小
高
神
社
に
て
相
撲
が
あ
っ
た
。
菌
水
初
等
科
２
等
、
高
等
科
優
勝
旗
を
も
ら
っ
た
。

晩
、
オ
タ
チ
ッ
プ
で
泊
ま
っ
た
。

日
晴
れ
）

17

昼
前
、
馬
草
切
り
を
し
た
。
昼
か
ら
前
の
小
麦
の
草
取
り
を
し
た
。

日
18

前
の
小
麦
の
草
刈
り
を
し
た
。

位
（
曇
り
・
午
後
雨
）

19

小
昼
前
、
小
麦
の
中
耕
、
５
畝
歩
の
ト
ウ
キ
ビ
、
畑
の
除
草
機
入
れ
。

日
（
雨
）

20

雨
が
降
っ
て
外
の
仕
事
が
で
き
ず
、
半
天
の
継
ぎ
や
猿
股
の
継
ぎ
を
し
た
。

注
：「
継
ぎ
」
は
、「
衣
服
な
ど
の
ほ
こ
ろ
び
に
他
の
布
を
当
て
て
繕
い
縫
う
こ
と
。
継
ぎ
当
て
」
の
意
。

日
（
ガ
ス
雨
）

21

イ
ナ
キ
ビ
の
草
取
り
を
し
た
。

日
（
ガ
ス
雨
）

22

キ
ビ
の
草
取
り
を
し
た
。
前
の
小
麦
を
て
が
え
り
し
た
。

日
（
晴
れ
）

23

朝
か
ら
弟
と
小
麦
の
草
を
取
っ
た
。
母
も
昼
か
ら
取
っ
た
。
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日
（
晴
れ
）

24

錦
水
青
年
団
修
練
会
。
網
走
屯
田
集
団
編
成
の
た
め
、
午
前
４
時
よ
り

時
半
、
錦
水
中
隊
第
一
小

16

隊
第
二
分
隊
の
戦
友
（
自
分
）

申
し
合
わ
せ
、
上
官
の
命
に
従
う
こ
と
。
午
前
４
時
よ
り
来
月
の
常
会
は

日
。

日
、
女
子
教
練

15

15

日
。

日
（
晴
れ
）

25

前
の
小
麦
の
草
取
り
終
わ
り
。
小
昼
か
ら
東
の
燕
麦
の
草
取
り
を
し
た
。

日
（
晴
れ
）

26

朝
か
ら
燕
麦
の
草
取
り
を
し
た
。

日
27

燕
麦
の
草
取
り
を
し
た
。

日
（
晴
れ
）

28

燕
麦
の
草
取
り
。
川
向
こ
う
へ
豆
蒔
き
。

日
（
晴
れ
）

29

常
呂
の
運
動
会
。
昼
前
一
人
で
燕
麦
の
草
取
り
。
昼
か
ら
林
方
へ
豆
の
蒔
き
直
し
に
行
っ
た
。
帰
っ
て

か
ら
５
畝
歩
の
ト
ウ
キ
ビ
の
草
取
り
を
す
る
。

日
（
晴
れ
）

30

川
向
こ
う
の
小
豆
の
蒔
き
直
し
や
大
豆
の
草
取
り
を
し
た
。

■
７
月

１
日
（
晴
れ
）

川
向
こ
う
の
大
豆
の
草
取
り
を
し
た
。

２
日
（
晴
れ
）

大
豆
の
草
取
り
。
深
尾
春
男
さ
ん
召
集
見
送
り
。

３
日
（
晴
れ
時
々
曇
り
）

お
寺
地
の
燕
麦
草
取
り
。

４
日
（
ガ
ス
後
晴
れ
）

燕
麦
の
草
取
り
を
し
た
。

５
日
（
晴
れ
）

燕
麦
の
草
取
り
を
し
た
。

６
日
（
春
）

燕
麦
の
草
取
り
を
し
た
。

７
日
（
晴
れ
）

支
那
事
変
勃
発
記
念
日
。

お
寺
地
の
草
取
り
が
終
わ
っ
た
。
暑
い
暑
い
日
光
の
下
で
ギ
ス
草
や
畑
の
草
取
り
だ
。
体
が
す
っ
か
り

伸
び
た
よ
う
。
こ
れ
も
身
の
た
め
国
の
た
め
。

８
日
（
晴
れ
）

小
昼
前
、
ト
ウ
キ
ビ
の
草
取
り
。
小
昼
か
ら
豆
、
燕
麦
の
草
取
り
。

９
日
（
晴
れ
）

裏
の
燕
麦
の
草
取
り
を
し
た
。
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日
（
晴
れ
）

10

燕
麦
の
草
取
り
を
し
た
。

日
11

裏
の
燕
麦
の
草
取
り
。

日
（
晴
れ
）

12

裏
の
草
取
り
が
終
わ
っ
た
。

日
（
曇
り
）

13

昼
前
、
ビ
ー
ト
の
間
引
き
、
草
取
り
を
し
た
。

日
（
晴
れ
）

14

豆
の
草
取
り
を
し
た
。

日
（
曇
り
）

15

午
前
４
時
よ
り
６
時
半
ま
で
青
年
団
の
常
会
。
終
わ
っ
て
か
ら
常
呂
で
女
子
青
年
の
訓
練
が
あ
っ
た
。

日
（
晴
れ
・
午
後
雨
）

16

皆
で
海
へ
行
っ
て
遊
ん
だ
。
芝
居
を
観
て
帰
っ
た
。

日
（
晴
れ
時
々
雨
）

17

昼
前
、
裏
の
デ
ン
ト
コ
ー
ン
の
草
取
り
。
昼
か
ら
奥
の
燕
麦
の
草
取
り
。

日
（
晴
れ
時
々
雨
）

18

昼
前
、
デ
ン
ト
コ
ー
ン
の
中
耕
。
昼
か
ら
奥
の
草
取
り
終
わ
っ
た
。

日
（
晴
れ
）

19

昼
前
、
デ
ン
ト
コ
ー
ン
の
草
取
り
。
昼
か
ら
イ
ナ
キ
ビ
の
根
草
取
り
。

日
（
晴
れ
）

20

キ
ビ
の
草
取
り
を
し
た
。
炎
熱
。

日
（
晴
れ
）

21

川
向
こ
う
の
長
う
ず
ら
豆
の
草
取
り
を
す
る
。

日
（
晴
れ
）

22

川
向
こ
う
の
豆
の
除
草
。

日
（
雨
）

23

パ
ン
ツ
の
継
ぎ
を
し
た
。

日
（
曇
り
）

24

川
向
こ
う
の
大
豆
の
草
取
り
が
終
わ
っ
た
。

広
子
が
網
走
へ
大
会
に
行
っ
た
。
朝
一
番
発
、
午
後
６
時
半
に
帰
っ
て
き
た
。

日
（
曇
り
）

25

裏
の
長
う
ず
ら
豆
の
草
取
り
を
し
た
。

日
（
晴
れ
）

26

中
長
う
ず
ら
豆
の
草
取
り
を
し
た
。
父
と
兄
が
武
士
の
市
場
へ
行
っ
た
。

日
（
晴
れ
）

27

昼
前
、
豆
の
草
取
り
終
わ
る
。
昼
か
ら
ビ
ー
ト
の
草
取
り
。
小
昼
か
ら
牧
草
積
み
。

日
（
晴
れ
）

28

亜
麻
引
き
を
し
た
。

い
よ
い
よ
刈
り
も
の
の
始
ま
り
。
頑
張
っ
て
頑
張
っ
て
や
ろ
う
。
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日
（
晴
れ
）

29

裸
麦
刈
り
を
し
た
。

日
（
晴
れ
・
午
前
雨
）

30

昼
か
ら
高
台
の
裸
麦
の
残
り
を
刈
る
。
午
後
よ
り
亜
麻
引
き
を
す
る
。

日
（
晴
れ
）

31

亜
麻
引
き
を
し
た
。

■
８
月

１
日
（
晴
れ
）

亜
麻
引
き
を
し
た
。
裸
麦
、
３
反
積
ん
だ
。

２
日
（
晴
れ
）

午
前
７
時
よ
り
９
時
ま
で
女
子
青
年
常
会
。
３
時
頃
か
ら
道
場
で
の
相
撲
を
観
に
行
っ
た
。

３
日
（
晴
れ
）

亜
麻
引
き
。
裸
麦
の
残
り
を
積
ん
だ
。
暑
か
っ
た
こ
と
。

４
日
（
晴
れ
・
午
後
雨
）

亜
麻
引
き
。
午
後
雷
雨
、
一
人
で
ぼ
た
餅
を
し
た
。

５
日
（
晴
れ
・
昼
か
ら
夕
立
）

小
昼
前
、
亜
麻
引
き
終
わ
っ
た
。
父
・
母
と
３
人
で
亜
麻
を
積
ん
だ
。
今
年
初
め
て
馬
使
い
を
し
た
。

６
日
（
晴
れ
）

高
台
の
小
麦
刈
り
・
夕
方
か
ら
亜
麻
を
積
ん
だ
。

７
日
（
晴
れ
）

高
台
の
小
麦
刈
り
。
小
昼
か
ら
那
須
マ
キ
さ
ん
に
手
伝
っ
て
も
ら
っ
て
小
麦
を
積
ん
だ
。

８
日
（
晴
れ
）

大
詔
奉
戴
日
。
高
台
の
小
麦
積
み
終
わ
っ
た
。

昼
前
、
燕
麦
抜
き
、
昼
か
ら
刈
り
。

小
麦
か
ら
五
八
で
７
反
積
み
、
少
し
た
っ
て
か
ら
６
反
積
ん
だ
。

９
日
（
雨
降
り
）

朝
か
ら
雨
降
り
で
継
ぎ
も
の
を
し
た
。

日
（
曇
り
）

10

午
前

時
よ
り
正
午
ま
で
米
英
撃
滅
の
村
民
大
会
が
あ
っ
た
。
自
分
は
残
念
に
も
出
席
で
き
な
か
っ

10

た
。
前
の
小
麦
刈
り
を
し
た
。

日
（
雨
・
午
後
曇
り
）

11

継
ぎ
も
の
を
し
た
。
小
昼
か
ら
小
麦
刈
り
を
す
る
。

日
（
晴
れ
・
午
後
雨
が
降
っ
た
）

12

小
麦
刈
り
を
し
た
。

日
（
午
前
曇
り
・
午
後
大
雨
）

13

昼
前
、
小
麦
刈
り
を
し
た
。
正
午
よ
り
高
台
の
ビ
ー
ト
刈
り
を
し
た
。

日
（
午
前
ガ
ス
・
午
後
曇
り
）

14

昼
か
ら
ビ
ー
ト
刈
り
を
し
た
。
小
昼
か
ら
東
の
燕
麦
刈
り
を
し
た
。

日
（
午
前
曇
り
・
午
後
晴
れ
）

15
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昼
前
、
燕
麦
刈
り
。
昼
よ
り
小
麦
を
手
が
や
し
し
て
、
１
町
３
反
ほ
ど
積
ん
だ
。

日
（
晴
れ
）

16

小
昼
前
、
小
麦
刈
り
を
し
た
。
日
暮
れ
か
ら
積
ん
だ
。

「
寝
て
い
て
も

団
扇
の
動
く

親
心
」

日
（
曇
り
・
午
後
雨
）

17

北
見
の
中
学
生
３
人
が
１
週
間
援
農
に
午
前

時
乗
車
、
３
時
頃
家
に
着
い
た
。

10

昼
前
に
小
麦
刈
り
、
昼
か
ら
小
麦
と
燕
麦
を
積
ん
だ
。

兄
さ
ん
が
軍
馬
を
連
れ
、
午
後

時
に
家
を
出
た
。
中
佐
呂
間
ま
で
。

10

日
（
曇
り
）

18

朝
か
ら
燕
麦
刈
り
を
し
た
。
１
日
目
、
中
学
生
も
朝
か
ら
始
ま
っ
た
。

日
（
晴
れ
）

19

２
日
目
。
昼
前
、
小
麦
を
刈
っ
て
積
み
終
わ
り
。
昼
か
ら
燕
麦
刈
り
を
し
た
。

７
人
揃
っ
て
晩
に
は
ト
ラ
ン
プ
を
し
て
愉
快
に
過
ご
し
た
。

兄
さ
ん
は
監
視
硝
へ
行
っ
た
。

日
（
晴
れ
）

20

３
日
目
。
林
の
と
こ
ろ
の
燕
麦
刈
り
、
昼
か
ら
８
人
で
刈
っ
た
。

日
（
晴
れ
）

21

４
日
目
。
昼
前
７
反
の
と
こ
ろ
刈
り
終
わ
っ
た
。
昼
か
ら
お
寺
地
へ
行
く
。

日
（
晴
れ
）

22

５
日
目
。
一
日
中
す
ご
い
暑
さ
だ
っ
た
。
昼
前
お
寺
地
を
刈
り
、
昼
か
ら
家
の
東
を
積
ん
だ
。

中
学
生
３
人
と
も
昼
か
ら
海
へ
遊
び
に
行
っ
た
。

日
（
晴
れ
）

23

６
日
目
。
昼
前
お
寺
地
を
刈
り
、
昼
か
ら
７
反
の
と
こ
ろ
積
ん
だ
。
小
昼
か
ら
お
寺
地
も
積
ん
だ
。

寄
せ
て
も
ら
っ
て
自
分
た
ち
頑
張
っ
た
。
今
日
も
朝
か
ら
暑
い
通
し
だ
っ
た
。

日
（
雨
）

24

７
日
目
。
今
日
は
一
日
雨
降
り
で
家
に
い
た
。
食
べ
る
こ
と
ば
か
り
に
か
か
っ
て
い
た
。

自
分
の
服
の
継
ぎ
を
し
た
。

日
（
曇
り
）

25

８
日
目
。
最
後
の
１
日
で
、
朝
少
し
雨
が
降
っ
た
が
や
み
、
８
時
頃
か
ら
裏
の
燕
麦
を
皆
一
生
懸
命
刈

っ
て
く
れ
た
。
晩
に
は
餅
を
つ
い
た
。

日
（
曇
り
・
午
後
時
々
雨
）

26

今
日
は
中
学
の
人
た
ち
が
帰
る
の
で
、
母
が
弁
当
の
支
度
を
し
て
い
た
の
で
、
９
時
頃
畑
に
来
た
。11

時
で
帰
っ
た
。

日
（
曇
り
）

27

お
寺
地
の
燕
麦
刈
り
が
終
わ
っ
た
。
夕
方
遅
く
ま
で
か
か
っ
た
。

日
28

午
前
、
裏
の
燕
麦
５
反
積
む
。
昼
よ
り
寺
地
燕
麦
積
む
。
高
橋
の
清
二
さ
ん
が
お
寺
地
の
燕
麦
刈
り

を
手
伝
っ
て
く
れ
た
。

日
（
晴
れ
）

29

裏
の
燕
麦
８
反
刈
る
。
高
橋
清
二
さ
ん
来
る
。
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日
（
晴
れ
）

30

林
貢
さ
ん
が
手
伝
い
に
来
て
く
れ
た
。
燕
麦
１
町
２
反
刈
っ
た
。
家
は
４
人
。

日
31

裏
の
燕
麦
を
積
ん
だ
。
家
４
人
、
清
二
さ
ん
、
朝
か
ら
母
さ
ん
と
積
ん
だ
。

■
９
月

１
日
（
晴
れ
）

奥
の
燕
麦
刈
り
、
積
ん
だ
。

２
日
（
曇
り
）

午
前
、
奥
の
燕
麦
刈
り
終
わ
り
、
午
後
積
ん
だ
。
イ
ナ
キ
ビ
刈
り
を
し
た
。

午
後
６
時
、
父
が
美
幌
へ
行
っ
た
。

３
日
（
曇
り
）

小
昼
前
、
キ
ビ
刈
り
終
わ
り
。
小
昼
か
ら
長
う
ず
ら
豆
一
人
で
引
く
。

４
日
（
曇
り
）

父
美
幌
よ
り
帰
る
。
弟
と
う
ず
ら
豆
を
引
い
た
。
５
畝
歩
耕
作
の
審
査
に
来
た
。

５
日
（
曇
り
）

長
う
ず
ら
豆
積
ん
だ
。
美
幌
の
姉
さ
ん
が
来
た
。
林
方
で
泊
ま
っ
て
６
日
に
来
た
。

５
日
（
大
雨
）

継
ぎ
も
の
を
し
た
。

７
日
（
午
前
曇
り
・
午
後
晴
れ
）

藤
吉
克
己
さ
ん
の
入
営
を
送
り
に
行
っ
た
。
記
録
簿
の
整
理
を
し
た
。

８
日

女
子
青
年
訓
練
、
午
前
８
時
よ
り
午
後
３
時
ま
で
。

９
日
（
曇
り
）

午
後
、
川
向
こ
う
の
長
う
ず
ら
豆
引
き
を
し
た
。

日
（
曇
り
）

10

お
寺
地
の
草
刈
り
を
し
た
。

日
（
曇
り
）

11

午
前
、
弟
と
お
寺
地
で
草
刈
り
を
し
た
。
午
後
、
イ
ナ
キ
ビ
や
長
う
ず
ら
豆
を
摘
ん
だ
。
イ
ナ
キ
ビ
の

の
中
の
草
を
刈
っ
た
。
雨
降
り
に
な
っ
た
。

日
（
雨
）

12

針
仕
事
を
し
た
。

日
（
雨
）

30

小
昼
か
ら
奥
の
草
を
刈
っ
た
。

■

月
10１

日
（
晴
れ
）

今
日
か
ら

号
の
草
刈
り
に
行
っ
た
。
父
と
母
、
弟
と
４
人
し
て

の
島
に
し
て
草
刈
る
つ
も
り
で
い

11

300

た
が
、
何
と

し
か
刈
れ
な
い
。
明
日
か
ら
は
う
ん
と
頑
張
る
ぞ
。

86
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２
日
（
曇
り
）

今
日
も
朝
か
ら
馬
草
刈
り
。

１
日
の
分

父

母

久
子

護

70

72

86

72

２
日
の
分

父

母

久
子

護

32

71

86

66

手
首
が
大
分
弱
っ
て
き
た
ら
し
い
。
頑
張
っ
て
働
き
抜
こ
う
。

３
日
（
午
前
曇
り
・
午
後
大
雨
）

草
刈
り

父

母

久
子

護

30

22

30

27

雨
に
濡
れ
て
帰
っ
て
き
た
。
午
後
か
ら
継
ぎ
や
ら
夕
飯
の
支
度
を
し
た
。

４
日
（
曇
り
）

午
前
は
家
の
こ
と
。
午
後
、
川
向
こ
う
へ
母
と
弟
と
３
人
で
大
豆
刈
り
に
行
っ
た
。

５
日

（
曇
り
時
々
雨
）

大
豆
刈
り
に
行
っ
た
。
母
と
２
人
で
刈
っ
た
。

６
日

草
刈
り
を
し
た
。

７
日

草
刈
り
に
行
っ
た
。

和
子
姉
さ
ん
が
横
須
賀
に
行
っ
た
。
午
後
６
時
出
発
に
て
分
か
れ
た
。
１
ヶ
月
も
経
っ
た
が
本
当
に
夢

の
間
だ
っ
た
。
久
子
の
誕
生
日
。

８
日
（
晴
れ
）

才
よ
り

才
ま
で
の
男
女
体
力
章
検
定
。
午
前
８
時
よ
り
２
時
頃
閉
会
。

15

25

種
目

大
日
本
女
子
青
年
体
操
（
中
級
）

縄
跳
び

秒

重
量
運
搬

秒

20

27

短
棒
投
げ

メ
ー
ト
ル

千
メ
ー
ト
ル
速
走
４
分

秒

11

10

式
後
昼
食
を
い
た
だ
き
、
女
子
青
年
体
操
の
練
習
を
し
て
帰
っ
た
。

９
日
（
晴
れ
）

小
昼
前
草
刈
り
。

父
昼
か
ら
５

兄

久
子

護

父
が
島
を
す
る
。
草
を
積
ん
だ
。

80

68

58

日
（
晴
れ
）

10

今
日
で
草
地
の
刈
り
終
わ
り
。
小
昼
ま
で
父

久
子

護

50

65

55

奥
の
草
地
で
は
父

久
子

護

刈
っ
た
。

20

11

10

日
11

イ
モ
掘
り
を
し
た
。

日

日

日

12

13

14

イ
モ
掘
り
を
し
た
。

日
（
晴
れ
）

15

小
昼
ま
で
イ
モ
掘
り
終
わ
っ
た
。
父
と
兄
さ
ん
と
３
人
で
草
地
の
草
を
積
ん
だ
。

日
（
晴
れ
）

16

靖
国
神
社
の
臨
時
大
祭
。
午
前
８
時
よ
り
女
子
青
年
訓
練
。
終
わ
っ
て
か
ら
杉
山
巡
査
の
見
送
り
。

日
（
曇
り
）

17

朝
方
、
兄
さ
ん
と
弟
と
奥
の
草
を
積
ん
だ
。
そ
れ
か
ら
長
う
ず
ら
豆
と
中
長
う
ず
ら
豆
を
落
と
し

た
。

注
：「
豆
落
と
し
」
は
、「
乾
燥
し
た
豆
を
さ
や
と
豆
に
分
け
る
作
業
」
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日
（
雨
）

18

継
ぎ
も
の
を
し
た
。

日
19

今
日
か
ら
落
物
の
始
ま
り
で
オ
タ
チ
ッ
プ
へ
行
っ
た
が
、
都
合
で
止
め
、
昼
前
ぶ
ら
ぶ
ら
し
た
。
昼
か
ら

長
う
ず
ら
豆
の
整
理
を
し
た
。

日
（
曇
り
）

20

オ
タ
チ
ッ
プ
の
落
物
。
午
後
３
時
よ
り
常
会
、
南
瓜
の
品
評
会
行
か
な
か
っ
た
。
大
き
い
つ
も
り
で
持
っ

て
行
っ
た
が
上
が
あ
る
と
見
え
て
、
５
等
ま
で
等
に
入
ら
な
か
っ
た
。

日
21

オ
タ
チ
ッ
プ
の
落
物
。

日
22

イ
モ
出
し
で
落
と
さ
な
か
っ
た
。
リ
ン
ゴ
畑
の
下
の
イ
モ
を
掘
っ
た
り
色
々
な
こ
と
を
し
た
。

日
23

オ
タ
チ
ッ
プ
の
落
物
。

日
（
曇
り
）

24

家
の
小
麦
落
と
し
。

日
（
晴
れ
）

25

下
の
小
麦
、
１
時
頃
ま
で
に
終
わ
り
。
高
台
の
少
し
の
方
を
落
と
し
た
。

日
（
曇
り
）

26

午
前
８
時
よ
り
女
子
訓
練
。

日
27

高
台
の
小
麦
や
裸
麦
を
入
れ
る
。

■

月
11６

日
（
曇
り
）

常
呂
青
年
学
校
の
査
閲
。
午
前
７
時
よ
り
２
時
頃
終
わ
る
。
査
閲
官
は
釧
路
連
隊
区
司
令
官
千
葉
少

佐
。
分
別
行
進
か
ら
学
科
、
軍
事
常
識
優
良
の
成
績
。

７
日

初
雪
。
継
ぎ
す
る
。

８
日
（
曇
り
）

大
招
奉
戴
日
。
継
ぎ
も
の
を
す
る
。

日

日

19

20
お
寺
地
の
燕
麦
落
と
し
。

日
21

雪
が
降
り
、
裏
の
燕
麦
、
昼
前
で
止
め
、
手
袋
継
ぎ
を
し
た
。

■

月
・
１
月

教
練
予
定
表
（
常
呂
青
年
学
校
）

12
月
８
日
、

日

常
呂
校
女
子
全
学

12

24

１
月
１
日

四
方
拝

各
分
校
、
午
前
９
時
よ
り

１
月
５
・
６
日

常
呂
校
女
子
全
学
。
服
装
整
備
に
関
し
、
校
章
・
胸
章
の
代
金

銭
を

日
に
持
っ
て
行
く

25

25
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こ
と

■
３
月

６
日

学
芸
会

日

陸
軍
記
念
日
。
午
後
１
時
、
小
関
中
尉
の
時
局
講
話
、
出
席
せ
ず
。

10

５
日
に
兄
さ
ん
が
丸
太
で
怪
我
し
て
、

日
小
林
病
院
へ
入
院
。
荷
物
を
持
っ
て

時
で
行
き
、

10

11

林
叔
父
さ
ん
と
来
て
も
ら
っ
た
。

日

父
と
代
わ
り
看
護
に
行
き
、
宿
か
ら
通
え
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
、
３
時
で
帰
り
、
６
時
に
常
呂

18

着
。

日

常
呂
青
年
学
校
卒
業
式
。

20
日

兄
が
北
見
よ
り
退
院
。

28
■
４
月

２
日

常
呂
青
年
学
校
入
団
式
。
午
前
９
時
半
開
始
。
自
分
は
留
守
を
し
て
午
前
洗
濯
、
午
後
継
ぎ
も
の

を
す
る
。

＊
今
年
は
母
が
病
気
の
た
め
、
裁
縫
は
中
止

注
：
久
子
さ
ん
は
、
東
京
高
等
技
芸
学
校
通
信
学
部
を
受
講
し
て
い
ま
し
た
。


